
令和 ８ 年 ６ 月

東日本高速道路株式会社

関東支社　水戸管理事務所

関本高架橋耐震補強工事

常磐自動車道

設 計 図



1 関本高架橋耐震補強工事 全体位置図

2 交通規制図 路肩規制

3 ， 4 交通規制図 車線規制 ( その 1 ) ～ ( その 2 )

5 ， 6 関本高架橋(上り線) 交通保安要員配置図 ( その 1 ) ～ ( その 2 )

7 中妻高架橋(上り線) 交通保安要員配置図

8 華川高架橋(上り線) 交通保安要員配置図

9 里根川橋(上り線) 交通保安要員配置図

10 全体土配計画図

11 関本高架橋 土取場

12 関本高架橋 盛土場

13 華川高架橋 土取場・盛土場

14 中妻高架橋(上り線) 土運搬経路図

15 華川高架橋(上り線) 土運搬経路図

16 関本高架橋　工事用道路位置図

17 中妻高架橋　工事用道路位置図(参考図)

18 華川高架橋　工事用道路位置図（参考図）

図面番号 図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称

関本高架橋耐震補強工事　設計図面　目録



神の山橋

関本高架橋
KP.148.626～KP.149.961

中妻高架橋
KP.143.084～KP.143.179

花園川橋

KP.143.911～KP.144.028

華川高架橋
KP.146.472～KP.146.531

里根川橋
KP.149.386～KP.149.547

KP.148.150～KP.148.248

総
延

長
 
L
=
12

.
4 

km

いわき勿来IC

北茨城IC

関本高架橋 盛土場

関本高架橋 土取場

華川高架橋 土取場

華川高架橋 盛土場

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

関本高架橋耐震補強工事 全体位置図

常磐自動車道

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

全体位置図

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

注記）この図はGEOSPACE CDSプラス（電子地図）の地図をもとに大日本ダイヤコンサルタント株式会社が作成したもの。
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昼間

路肩規制標準図

中央分離帯

追越車線

走行車線

路側帯作業箇所

注記）1.工事箇所が500mを超える時は、　　を500m毎路肩側に設置する。
　　　2.矢印板が設置可能な場合は、車線減少標識箇所に矢印板を設置する。
　　　3.テーパー部及び平行部共にラバーコーンは20m間隔で設置する。
　　　4.夜間及びトンネル内規制
　　　　工事標識：自発光デリを設置する。
　　　　テーパー部：矢印板は高輝度反射タイプを使用する。矢印板の間に自発光デリ付のラバーコーンを設置する。
　　　　平行部：ラバーコーンは反射シート付を設置する。100m間隔で自発光デリをラバーコーンに設置する。

追越禁止

50

本線二車線区間

数量表

名　称

規制標識

ラバーコーン

矢印板

標識車

交通監視員(テーパー部)

交通監視員(工事車両出入口)

交通監視員(施工箇所)

交通監視員(規制内巡廻等)

標識等安全施設(自発光デリ)

数　量 備　考単　位

1

必要数

必要数

1

1

枚

本

枚

本

台

台

貸与品

必要数

1回当たり

貸与品

貸与品

貸与品

1

1

1

1

人

人

人

人

受注者持

受注者持

凡例

矢印板
ラバーコーン
(反射シート)
※自発光デリ

ラバーコーン
(反射シート)

〇〇ｍ先

標識車

交通監視員

(警戒標識)
※自発光デリ

防護車両
(2t車相当)

防護車両(2t車相当)

規制標識

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

― 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

交通規制図 路肩規制　

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

交通規制図 路肩規制　
路肩規制標準図
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注記）1.工事箇所が500mを超える時は、　　を500m毎路肩側に設置する。
　　　2.矢印板が設置可能な場合は、車線減少標識箇所に矢印板を設置する。
　　　3.テーパー部及び平行部共にラバコンは20m間隔、作業箇所は10mで設置する。
　　　4.発煙筒(5分用)はテーパー部設置時及びテーパー部撤去時に使用する。(各々3本)
　　　5.夜間及びトンネル内規制
　　　　工事標識：自発光デリを設置する。
　　　　テーパー部：矢印板は高輝度反射タイプを使用する。矢印板の間に自発光デリ付のラバコンを設置する。

追越禁止

50

中央分離帯

追越車線

走行車線

路側帯

作業箇所

至　東京 至　いわき

追越禁止
追越禁止

50
工事予告標識
（常設反転式） （常設反転式）

工事予告標識 工事予告標識
（常設反転式）

追越禁止

60 （常設反転式）
工事予告標識

追越禁止

80

　　　　平行部：ラバコンは反射シート付を設置する。100m間隔で自発光デリをラバコンに設置する。

数量表

名　称

規制標識

ラバコン

矢印板

保安ロボット

標識車

発煙筒(設置・撤去)

交通監視員(テーパー部)

交通監視員(工事車両出入口)

交通監視員(施工箇所)

交通監視員(規制内巡廻等)

標識等安全施設(自発光デリ)

標識等安全施設(回転警告灯)

防護車両(2t車相当)

数　量 備　考単　位

8

必要数

1

必要数

1

1

1

6

枚

本

枚

台

台

本

台

台

本

貸与品

必要数

1回当たり

貸与品

貸与品

貸与品

貸与品

貸与品

受注者持

1

1

1

2

人

人

人

人

受注者持

受注者持

凡例

回転警告灯 保安ロボット
ラバコン

(反射シート)
自発光デリ

ラバコン
(反射シート)

標識車 発煙筒

矢印板

防護車両
(2t車相当)

追越禁止

00

〇〇ｍ先

規制標識

※自発光デリ

規制規制
※自発光デリ

追越禁止

400ｍ先

400ｍ先

80

交通監視員

(警戒標識)

交通規制図 車線規制(その1)

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

― 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

交通規制図 車線規制(その1)

走行車線規制標準図
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注記）1.工事箇所が500mを超える時は、　　を500m毎路肩側に設置する。
　　　2.矢印板が設置可能な場合は、車線減少標識箇所に矢印板を設置する。
　　　3.テーパー部及び平行部共にラバコンは20m間隔、作業箇所は10mで設置する。
　　　4.発煙筒(5分用)はテーパー部設置時及びテーパー部撤去時に使用する。(各々3本)
　　　5.夜間及びトンネル内規制
　　　　工事標識：自発光デリを設置する。
　　　　テーパー部：矢印板は高輝度反射タイプを使用する。矢印板の間に自発光デリ付のラバコンを設置する。

追越禁止

50

中央分離帯

追越車線

走行車線

路側帯

作業箇所

至　東京 至　いわき

追越禁止
追越禁止

50
工事予告標識
（常設反転式） （常設反転式）

工事予告標識 工事予告標識
（常設反転式）

追越禁止

60 （常設反転式）
工事予告標識

追越禁止

80

　　　　平行部：ラバコンは反射シート付を設置する。100m間隔で自発光デリをラバコンに設置する。

数量表

名　称

規制標識

ラバコン

矢印板

保安ロボット

標識車

発煙筒(設置・撤去)

交通監視員(テーパー部)

交通監視員(工事車両出入口)

交通監視員(施工箇所)

交通監視員(規制内巡廻等)

標識等安全施設(自発光デリ)

標識等安全施設(回転警告灯)

防護車両(2t車相当)

数　量 備　考単　位

8

必要数

1

必要数

1

1

1

6

枚

本

枚

台

台

本

台

台

本

貸与品

必要数

1回当たり

貸与品

貸与品

貸与品

貸与品

貸与品

受注者持

1

1

1

2

人

人

人

人

受注者持

受注者持

凡例

回転警告灯 保安ロボット
ラバコン

(反射シート)
自発光デリ

ラバコン
(反射シート)

標識車 発煙筒

矢印板

防護車両
(2t車相当)

追越禁止

00

〇〇ｍ先

規制標識

※自発光デリ

規制規制
※自発光デリ

追越禁止

400ｍ先

400ｍ先

80

交通監視員

(警戒標識)

交通規制図 車線規制(その2)

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

― 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

交通規制図 車線規制(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

追越車線規制標準図
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市
道
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線

県道27号線(塙・大津港線)と市道5274号線の交差部

交通誘導警備員B2

関本高架橋(上り線) 交通保安要員配置図(その1)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

交通保安要員配置図(その1)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平 面 図 S=1:1000
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場工
足場工

3500

30°

県
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線
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・
大
津
港
線
)

北
茨

城
市

道
5
27

4 号
線

P17

北茨城市道5422号線

交通誘導警備員B1

交通誘導警備員B2

関本高架橋(上り線) 交通保安要員配置図(その2)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

交通保安要員配置図(その2)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平 面 図 S=1:300

注記）1.A2橋台縁端拡幅工施工時は反対車線を規制し、

同様に交通保安要員を配置する。
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交通誘導警備員B1

交通誘導警備員B2

中妻高架橋(上り線) 交通保安要員配置図 S=1:250

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

交通保安要員配置図

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平面図 
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4300

←i=70% ←i=64%

(山
根

・
大

津
港

線
)

県
道
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線

農
道

交通誘導警備員B2

華川高架橋(上り線) 交通保安要員配置図

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

華川高架橋(上り線)

交通保安要員配置図

施工会社名

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平 面 図 S=1:300

注記）1.A2橋台落橋防止構造施工時は反対車線を規制し、

同様に交通保安要員を配置する。
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里根川橋(上り線) 交通保安要員配置図

平面図 

S=1:400

S=1:250

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

里根川橋(上り線) 

交通保安要員配置図

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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P1 P2 P5 P6 P7 P11P8 P10 P12 P13 P16P3 P4 P9 P14 P15

県道27号線

八反川

市道527
4号

線

土量 385m3 土量 276m3 土量 203m3 土量 207m3
土量 182m3

土量 161m3他工事で搬出 土量 99m3

土量 166m3 土量 114m3

(塙・大津港線)

八反川

P2 P6 P7 P8 P12P9 P11 P13 P14 P17P3 P4 P15 P16P5 P10

土量 211m3
土量 285m3

土量 199m3
土量 355m3 土量 187m3

土量 196m3

土量 226m3
土量 204m3

土量 80m3

市道527
4号

線

関本高架橋 土取場

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋

土取場

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平 面 図 S=1:750

凡  例

： 他工事で搬出

： 土取場

側 面 図 S=1:750

下り線

側 面 図 S=1:750

上り線
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市
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5274号

線

市
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5274号
線

市道5422号線

P1 P2 P5 P6 P7 P11P8 P10 P12 P13 P16P3 P4 P9 P14 P15

県道27号線

八反川

市道527
4号

線

土量 385m3 土量 276m3 土量 203m3 土量 207m3
土量 182m3

土量 161m3 土量 99m3

土量 166m3 土量 114m3

(塙・大津港線)

八反川

P2 P6 P7 P8 P12P9 P11 P13 P14 P17P3 P4 P15 P16P5 P10

土量 211m3
土量 285m3

土量 199m3
土量 355m3 土量 187m3

土量 196m3

土量 226m3
土量 204m3

土量 80m3

市道527
4号

線

関本高架橋 盛土場

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋

盛土場

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平 面 図 S=1:750

側 面 図 S=1:750

下り線

側 面 図 S=1:750

上り線

凡　例

盛土可能量
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上り線

至　いわき勿来IC

至　いわき

P1 P2 A2A1

P1 P2 P3 P4 P5 A2

(
山
根

・
大

津
港

線
)

県
道

1 5 4
号
線

農道

55.9

56.5

57.4

60

土量　4.6m3
    (11.6m3)

華川高架橋 土取場・盛土場

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図　示 図面番号

華川高架橋　土取場・盛土場

施工会社名

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平 面 図 S=1:400

凡　例

(盛土可能量)
土取場・盛土場
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中妻高架橋(上り線)
KP.143.084～KP.143.179

土運搬経路

関本高架橋盛土場

(橋下)

県道 27号線

県道 10号線

県道 69号線

関本高架橋土取場

b 部

a 部

土
運
搬
経
路
延

長
 
L
=
8
.
9
 k
m

関本高架橋盛土場

(橋下)県道 27号線

関本高架橋土取場

中妻高架橋(上り線)

県道 69号線

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

常磐自動車道

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図示

注記）この図はGEOSPACE CDSプラス（電子地図）の地図をもとに大日本ダイヤコンサルタント株式会社が作成したもの。

広 域 図 S=1:62500a 部 拡 大 図 S=1:25000

中妻高架橋(上り線) 土運搬経路図(参考図)

土運搬経路図(参考図)

b 部 拡 大 図 S=1:25000
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(桁下)

華川高架橋(上り線)
KP.146.472～146.531

関本高架橋土取場

(橋下)

華川高架橋(上り線)

土運搬経路

県道 10号線

県道 27号線

県道 154号線

関本高架橋土取場

土
運
搬
経
路
延
長

 
L
=
6
.
5 
k
m

北茨城市道
5274号線

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

華川高架橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

華川高架橋(上り線) 土運搬経路図(参考図)

常磐自動車道

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

土運搬経路図(参考図)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

広 域 図 S=1:62500拡 大 図 S=1:50000

図示

注記）この図はGEOSPACE CDSプラス（電子地図）の地図をもとに大日本ダイヤコンサルタント株式会社が作成したもの。
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5
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約
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関本高架橋(上り線) 工事用道路位置図

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

工事用道路位置図

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平 面 図 S=1:1000

北茨城市道5274号線
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敷鉄板

10枚

工事用道路②　約３５ｍ

5
5
0

中妻高架橋(上り線) 工事用道路位置図(参考図)

平面図 

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

工事用道路位置図(参考図)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

S=1:400

工事用道路②
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炭素繊維巻立て補強

炭素繊維巻立て補強

落橋防止構造C1
緩衝チェーン

落橋防止構造C1
緩衝チェーン
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(LEVEL)
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号
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工事用道路④　約6m

工事用道路③　 約4m

華川高架橋(上り線) 工事用道路位置図（参考図）

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図　示 図面番号

華川高架橋(上り線)

工事用道路位置図（参考図）

施工会社名

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平 面 図 S=1:400

工事用道路③・④
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